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浦添市立 沢岨 幼稚園教諭 東 注 すま 子 

1 テーマ設定の 理由 

「今日も赤チームが 20 対 5 で勝ったよ」と ，フットベースボールを 楽しむ 子 。 「シーツ」と ， 

ひと さし指を口に 当てて「先生，ちょっと 来て，ツバメがいるよ」と ， 教えてくれる 子 。 すべり 

台 にござを持込み ， 「キャー ，キ 十一 ッ 」と，ジュットコースターを 楽しむ 子 。 「バッタを捕ま 

えに行ってきま 一す」と，観察ケースと 捕虫網を持って 草むら @c 行く手。 カレーライスや 団子を 

作って， 泥 遊びを楽しむ 子など，子ども 達は戸外で ， 実に生き生きと 遊んでいる。 

その反面，十分遊べない 子もいる。 例えば，戸外遊びの 経験の少ない 子 。 室内遊びが好きで ， 

戸外にあ まり出たがらな い子 。 言われたことはなんでもできるが ，自分から遊びを 見つけられな 

い子 。 いつも教師の 側にいる 子 。 集団遊びの途中でスーッとぬけてしまう 子などであ る。 

また，遊んでいても 遊びが単純な 繰り返しで質的な 深まりがみられなかったり ，遊びの種類に 

広がりがみられないなどの 状態もあ る。 

家庭でも交通事情や 両親の共働きのため ，家の中で遊んでいたり ，グッ ピ 一のいる川や 昆虫の 

たくさんいる 山があ っても，危険性があ って入れないなどの 事情で ， 子ども達は室内での 遊びが 

争 いようであ る。 

教師として，どの 子も「遊びの 楽しさ」を体験してほしいと 願っている。 戸外に出てみると ， 

自然の空気に 触れ，太陽の 光を浴び，空間を 利用して大 い ic 身体を動かすことができる。 また、 

心は開放され ，自然や遊具，友達とかかわって 遊ぶことができる。 戸外遊びにおいて ，いろいろ 

な体験を通して ，幼児の探求心，創造力，知恵 や ，行動力が増していく。 これまでの保育をみて 

も 戸外遊びによって ， 子ども達が得たものは 大きかったと 思う。 

そこで，幼児の 望ましい成長発達を 促すものとしての 戸外遊びの大切さを 見直し幼児が 戸外 

で 十分遊び込むようになるためには ，幼稚園生活への 位置づけをしながら ，戸外で遊ぶための 環 

境の工夫や，教師の 授 助 のあ り方としての 下記のような 手だてをすればよいのではないかと 考え 

60 

。 一人ひとりの 幼児を理解し ，適切な援助をする。 

。 たっぷりと戸外で 遊ぶ時間を確保する。 

。 遊具、 施設が効果的に 活用できる場の 工夫をする。 

。 動植物の飼育栽培ができる 場の工夫をする。 

。 身の回りにあ る自然を利用した 遊びの工夫をする。 

0  友達関係が広げ・ 深められる遊びの 場を設定する。 

。 幼児が興味や 関心を持って 遊べる活動の 工夫をする。 ( 幼児と共に作る ) 

そ う すれば，幼児は 戸外で自分のやりた い 遊びを見つけ ，遊びを深め ， 遊び込むことができる 

のではないかと 考え ，本 テーマを設定した。 
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Ⅱ 戸外遊びの意義 

遊びの教育的意 議は ，下記のようにあ げることができる。 

①
②
③
①
⑤
⑥
の
 

身体の各器官や 運動能力を発達させる。 

意欲や積極性，自主体などのパーソナリティーを 発達させる。 

知的好奇心や 科学的思考力，創造性の 芽生えを養 う 。 

イメージを広げ ，表現力を養 う 。 

自己統制の能力や ，ルール意識，道徳心などを 養 う 。 

経験を広げ，知識，技能を 身につける。 

緊張，ストレスを 解消する。 

教育的意義といっても ，そのためにする 遊びではなくて ，幼児が夢中になって 遊び込む，その 

中でさまざまな 発達が促されていくということが ，結果として 生まれてくるのであ る " 

遊びの場による 違いを見てみると ，次のような 違いがみられる。 

室内でできる 遊び 戸外でできる 遊び 

歌 をうたったり ，楽器で遊ぶ。 話をし 室内でできる 遊びは，おおよそ 戸外でもできるが そ 

たり，聞いたりする。 絵を描いたり ， ． のほかに，セミ 捕り，バッタ 捕り，幼虫探し ， オ タ 

製作をする。 遊具で遊ぶ。 巧技 台 で遊 マジャク シや カエル捕り，砂遊び ， 泥 遊び，水遊び ， 

ぶ 。 絵本や紙芝居を 見たり，作ったり 山登り，探検，草花遊び ，影踏みなど ，戸外でなけ 

する。 リズム遊びをする。 ダンスを踊 ればできない 遊びがあ る。 また，不動物を 育て ，遊 

っ たり，体操をする。 ゲーム や ， 集 凹 んだり，植物の 栽培，運動遊びや 集団遊びなどが ， 

遊びをする。 テレビ，映写を 見たりなど 発展し，ダイナミックにできる。 

しかし，室内遊びも 戸外遊びも，遊びの 意義を基本にしている。 

そこで，戸外遊びによって ，幼児に育ちやすいものを 考えてみると ，下記のようなことがいえ 

るのではないか。 

・自然とのかかわりの 中で，感受性と 観察力を養い ，動植物への 愛護の精神の 芽生えを養 う こと 

ができる。 

・身体を動かすことの 楽しさを味わうことができ ，心身の発達を 促すことができる。 

・友達を求め ， 探し ， 遊びを決めて 遊ぶことができる。 

友達関係が広がり ，幼児同士の 育ち合い，社会性を 育てることができる。 ルールの意義を 認 

め 従い ， いろいろなルールを 作って ， 遊ぶことができる。 

・ 物 と一緒に遊び ， 物を活かして 遊ぶことができる。 

いろいろな素材を 合わせたり，知恵を 出し合って ， 新しい遊びが 生まれ創造性を 養 う ことができる。 

これらのことは ，森上史朗が「保育内容と 幼児理解」で 下記のように 述べている幼児期に 育て 

るべき基礎・ 基本の能力と 一致するといえる。 

① 健康な心と身体 ② よく動くからだ ③ 感じる 心 ・しなやかな 心 

④ 友達とのかかわり ⑤ 探求心と好奇， む ⑥ 自然とのかかわり 

⑦ 豊かな言葉とコミュニケーション ⑧ イメージと表現 ⑨ 生活の仕方 ⑩ 遊び 

幼児の生活の 中心は遊びであ り，上にあ げた能力はすべて 遊びという土壌の 中で ， 育っていく 

ものであ る。 これらのことから ，幼児期に戸覚でたっぷりと 遊び込ませてあ げることが，望まし 

いと い える。 
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Ⅲ 幼児理解 
幼児の行動には ，その幼児なりの 意味があ る。 個々の幼児の 行動は，その 幼児の知能，感情， 

欲求，興味などの ，内面的なものが 表現されたものであ るといわれている。 教師は，幼児の 表面 

に表れた行動を 見て，表面的な 理解をするだけでなく ，その幼児は 何を感じ，何を 考えているの 

か ，なぜそのような 行動をとるのかと ，その幼児の 立場にたって ，内面的な心理状態や ，その幼 

児の特質を知ろうとするように 努めなけれはならない。 また・大人のイメージと 幼児のイメージ 

には違いがあ ることを知っておかなければならない。 

幼児の内面的なものを 知ることは，なかなか 容易ではない。 しかし，わかりたいという 教師の 

姿勢，心構えか 大切であ る。 そ う することが，幼児 か 主体的に取り 細む活動を成り 立たせるため 

の基本の一 つ であ ると考えられる。 

幼児理解にはいろいろなやり 方があ るが，理解の 対象，基本的な 姿勢，方法をあ けてみる。 

1. 幼児理解の対象 

  幼児の心身の 発達の実状の 理解   

  幼児の行動のもとにあ る欲求・興味や 生活経験の理解。 

・ 幼児の個人的特徴とその 形成基盤の理解 

2 幼児理解・指導の 基本姿勢 

0  一人ひとりの 特徴をとらえる 

幼児は身体的，精神的発達の 個人差が大きい ，一人ひとりの 人格を認め，その 長所に目 

をとめる。 

0  肯定的な関心を 寄せる 

幼児の行動そのものを 肯定するのではなく ，その行動の 底に流れている 感情の動きを 肯 

定する。 

。 幼児の生活に 共感する 

幼児の立場にたった 見方，考え方をしようと 努力する。 幼児 か 周りのものをど う 感じ ， 

どうとらえているかなど ，幼児の気持ちになって 理解するよ う 努める。 

0  変容をとらえなからの 指導 

どのような幼児 か ，とんなきっかけで ，どのように 変容したか。 幼児の内面的な 変容を 

とらえて保育を 進める。 幼児は ， 絶えず成長発達している。 長い目で見つめていく 必要が 

あ る。 

0  可能性を見つめての 指導 

幼児の中に潜在している 能力の可能性を 信じて，保育を 進める。 

3.  方 法 

Ⅲ 幼児とのかかわりの 中での理解 

・ 幼児と一緒に 遊び・接する 機会を多く持ち ，一緒に体験しながら 幼児の気持ちや 考え ， 

興味などを幼児から 学ひ ，幼児の気持ちになって 考えられるよう 努力する。 

  朝の視診によって ，その H の健康状態や 心の状態を把握する。 

  個々の幼児の 言葉や行動を 通して，幼児の 欲求や興味を 把握する。 
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  友達とのかかわり ，グループ活動を 通して，幼児の 興味や欲求，社会性などを 理解する。 

  持ち物の始末や 上下靴の履き 替え，遊具の 片付け，食事，挨拶，衣服の 着脱，排泄， 手 

洗いなどから ，基本的生活習慣の 自立の程度を 知る。 

(2) 資料をいかしての 理解 

  幼児の家庭調査 表 ，家庭訪問により 生育 歴 ，保育 歴 ，病歴，家庭での 教育方針，家庭で 

の遊び，友達，親の 養育態度，社会環境，通園路などを 知ることによって ，幼児の身体面， 

精神面，社会性，経験，現在の 環境などを把握する。 

  個人面談や，参観日などのちょっとした 時間を利用して ，家庭での様子や．心身の 状態， 

友達関係をうかがい ，知る， 

  出席ノートの 家庭からの連絡事項によって ，その日の心身の 状態や家庭の 様子を知る。 

  その他必要に 応じて，ソシ オ メトリⅠ社会生活能力検査， 田研 ・田中ビネー 知能検査， 

遠域寺発達検査などで ，友達関係や 知能の発達などを 把握する。 

こうしたいくつかの 観点を総合させながら ，幼児への理解を 深めて い き ， 次の指導の手が 

かりとする。 予想や見通しをもって ， 遊びを展開していき ，評価・反省を 加えながらより ぃ 

っ そ う 理解していく。 そのためには ，幼児の内面を 見通した「実践記録」を ，意識化して 残 

すことも大切であ る。 

Ⅳ戸外遊びの 環境作り 

]. 環境作りの視点と 配慮事項 

[1@ 環境作りの視点   
    情 緒の安定が図られる 環境であ ること。 

  教育課程の実施に 十分機能する 環境であ ること。 

  幼児にとって・ 環境にかかわることの 自由が，最大限に 保障されていること。 

  安全が十分に 確保されている 環境であ ること。 

  

具体的な取り 組みとして、 七ノ 
  遊具を整える。 

  戸外で使える 遊具をべランダや 園庭に出す。 

  遊びに使える 草花を園庭に 移したり，種類を 増やして栽培する。 虫を呼ぶために 食草 

を 栽培する。 

  園庭 fc コロコロを出す。 3 個は固定する。 

  遊戯 室 ( プレハブ ) の三分の一を 倉庫として利用する。 

  園庭に土山を 作る。 

  園庭に飼育小屋を 設置する。 

  タイヤロケットを 修理する。 
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配慮事項として 

戸外遊びに関する 基本的 生   活 習慣の確立を 図る。 
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具や用具は，元の 場所へ片付ける。 
った 物だけでなく ，共同で使った 物も 

  

。 土がついている 場合は，落としてか 

いに入れで洗う。 ( 園芸用スコ ，プ， 

・ソト，ままごと 道具，ボールなど ) 

ちり 補 へ入れる。 

・遊具置き場を 整理，分類する。 

・ ヵ一ドに 絵や名前を書いて 張り，場所や 個数 

を明示する。 

・洗 う ためのたらいや タヮゾ ，ホースなとを 用 

意する。 
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・毎日ハンカチを 持つようにし ，ハンカチには 

名前を書くよう @c 家庭に呼びかける。 

・爪が伸びている 幼児には，家で 切ってくるよ 

うに 声 かけする。 

・クラス用の 爪切りも用意して 置く。 

・ハンカチを 忘れた幼児のために ，クラス用タ 

オルを用意しておき ，貸してあ げる。 
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・ べ ランダの水道を 使う。 水道から廊下までの 

間にすのこを 置き，その上でふくようにする。 

，足 ふきタオルを 用意する， 

・靴下にも名前を 書くように，家庭に 呼びかけ 

る。 
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・着替えは袋やバックに 入れ，着替え 掛けに掛 

けて置くようにする。 
・着替えには 名前を書くよ う に家庭に呼びかけ 

る。 

・洗濯紐や洗濯ばさみを 用意し自由に 干せる 

ようにする。 

・汚れたり，ぬれた 物を入れるためにビニール 

袋を用意しておき ，自制 c 使えるようにして 

おく 

・着替えを忘れた 幼児には， 園 川の着替えを 用 

意して置き ， 貸してあ げる。 
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コロコロに乗れたよ     

わたしたち， ブランコが大好きなの 

2. 園内の施設・ ;S ィ 構 

こわれたタイヤを ，なんのその ， 

子ども達は遊びの 名人でず         
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5 田内の草花を 使って，発展すると 考えられる遊 び 

花で遊ぶ 
花で遊ぶ 

・ほうずき ( ゲットウ ) 

  

唆 
・怪獣の爪 ( アリア ケカズラ ) 

プッソウゲ， キバ テ コスモス 
・顔にくっつける 

・花筒 ( ブッ ソウゲ ) 
( ハイア ワユ キ 

センダングサ ) 

花で遊ぶ   
・ 色 水遊び 

花で遊ぶ 

( アサガ オ， キバ チ コスモス 

サルビア，ヤナギ バ ル イ ラソウ 園庭の木や草花を   
ホウセンカ，モスローゼ   

( いろいろな 花 ) 
使って，発展すると 

マツバポタン ，プッ ソウゲ 考えられる遊び 
ニチニチソウ ，マリーゴールド   

ベ チュニア ) 

  
Ⅰ ，     ロ   

葉 で遊ぶ 

・ 草 ずも う ( カタ バ         ・おやっをのせたり ， 

( ムラサキカタバミ ) ムーチ一作り ( ゲットウ ) 

・ごっこのお 金，切符㏄ジュマル ) ・ 舟 ( ササ， ススキ，ゲットウ ) 
・ 菓笛 ( ガン ュ マル ) ・飛行機 ( モモ タ マナ ) 

・お面作り ( モモ タ マナ ) ・敷物作り ( クロソ ク : ススキⅠ 

・創作り ( クロソク     ) ・風車 ( ススキ，ヤシ ，ゲットウ ) 

・飾り作り ( モモ タ マナ ) ・ エ 幸二ぞり て リア てコサ戸グ ，ヤシコ 

・ごちそう ( いろいろな 
・ストロー ( タンポポの 

くき Ⅰ 

収穫・味わう 

蜜を吸 う 
木 で遊ぶ 

，木登り ，お家 ごっこ 
( サツマ イモ， ハツ カ ダイコン 

( ブッ ソウゲ ぶらんこ ( ガ ジュマル ， ウズラマ メ ， ミニトマト ) 

サルビア， 
p 

モモ タ マナ ) 

サンダンカン   セミ捕り ( オオハ マポウ 

ホルトノキ，セメダン 
デイ コ， ) 

  虫 や小動物の 

⑥ 食草にする 
実 ，種を使って 遊ぶ 

・首飾り，腕輪作り ( ジュ ズダ 7) ・ウサギ ( タンボ ボ ，プッ ソウゲ の花，カズ ラ 

イ ちそう作り ( モモ タ マナ。 サツマイモ，間引きしたハツ カ ダイコン ) 
ガソュ マル ，マメ ) ・バッタ ( いろいろな 葉 ) 

・くっつけ遊び ( ハイア ワユ キセンダン ・モンシロチョウ て カラシナ，サントウサイ ) 

グサ ) ・ ツ マクロヒョウモン ( パンジ一 ) 

・昔を楽しむ ( ジュ ズダマ，ガ ジュマル ・カバマダラ ( トウ ワタ ) 
・構成遊び ( ヒマワリ ) ・ セス ジスズメ ( ホウセンカ ) 

・ 笛 ( モモ タ マナ ) 
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場   遊 び の 種 類 
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回 ゲートボール 場 

ボール遊び ( おやっ・弁当会 ) 
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団 昭和薬科大附属 体育館 校 裏 バッタ捕り 
( おやっ・弁当会 )   固定遊具で遊ぶ 

く パイプラインや で，安全面に 留意する。 途中の道の交通量が 多 い の 弁当会 ） 
け 

る 

  日笏 ナ Ⅱ 

l 固定遊具で遊ぶ ，草 すべり， 草 転がり，鬼ごっこ ，木登り，セミ 
Ⅱ 宮 城 公 園 捕り・バッタ 捕り，散歩，集団遊び ， ( お 別れ遠足 ) 

( パイプラインや 途中の道の交通量が 多いので，安全面に 留意する )   
その他春の遠足や 国周辺を散歩したり 秋の遠足は，バスに ，宮城公園に 乗って 行く途中に 漫湖 公図や動物園などに ， 牛や豚を見たりすることができる。 行く。 
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6. 戸外遊 び の場による分類 

場 遊 び の 種 類 
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飛び乗り，ぶら 下がり， コウモリ，前回り ，逆上がり， 
ブランコ     戸円 座りこぎ，立ちこぎ ，二人乗り ， こぎ競争，飛び 降り   

， 。 " 阿 ぶら   ド がる， 回る ， 飛び降り   タイヤ跳び，タイヤ 跳び り レロ 高 鬼ごっこ 
  

        

  ノぐ， ラ ソ ノ ン 

  禽 色ァ 火遊び・ こ " ちそう作り，レストラン こ   " っこ，お家ご " っこ   
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    くたった ，か ごめ か ごめ，かくれんぼ ， 娘 さん 今 何時， だ l 
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チボール，サッカ コ フットベースボール ， 缶 下駄乗り，竹馬乗り ， 

コロコロ乗り・ローラーゲーム ，タクシー，縄跳び ，大波小波，お 嬢さ 

んお入り，玉入れ ，かけっこ，綱引き ， リレⅠバランスボール 乗り， 

フォークダンス ，ゴム 段 跳び，跳箱 跳び，巧技 台 遊び、 マット遊び， フ 

一プ 跳び，ケンバⅠ電車ごっこ ， どろんこ遊び ，地面に絵を 描く ， 

  Ll     

 
 

 
 
  

虫 捕り，ウサギ と 遊ぶ，幼虫探し ，花の蜜を吸う ，花摘み，草笛・ 花 

色遊び，ごちそう 作り，首飾り 作り，指輪作り ，腕輪作り， 花 びらを 

顔にくっつけて 遊ぶ，種を洋服にくっつけて 遊ぶ， 葉っば ずもう 

幼虫探し   ， ミミズ探し，バッタ 捕り，イモ捕り ，種蒔き，栽培 
  

木登り，ブランコ ， お穿 こっ こ   

絵を描く， 色 水遊び， レストランごっこ ， お家ごっこ，粘土遊び ，水 

遊び， シャボン玉遊び ，フィンガーペイント ， ( おやつ・弁当会 )   
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v 戸外ですすんで 遊ぶための，教師の 基本的な姿勢 
職員の体制作りは ，園の教育目標 @c あ る幼児像を目指す。 

], 教師の姿勢 

・ 一人ひとりの 幼児を，かけがえのない 存在として受け 止める。 

どのような幼児も ，あ りのままの姿として 肯定的に受け 止める。 常に幼児の感情と 共感しっ っ 指導 

する。 「 今 ，この子は何を 考えているのだろう」と ，謙虚に幼児の 心に耳を傾ける 努力をし続ける。 

・ 幼児一人ひとりを 愛し， " 信頼関係を結ぶ " 

教師との一対一の 信頼関係を結び ，クラスや園が 安定した場になり ，自分のやりたがことがやれ ， 

言いたいことが 言えるようにする。 そうすると，幼児は 遊びのイメージを 持ち，自分の 発想によって 

主体的に遊べるようになってくる。 

  全職員で全幼児を 育てる。 園長を始め ， 全ての職員が ，どの幼児にもすすんでかかわり ，育てるよ 

う にする。 

  戸外遊びにおいてはオープンで 活動するので ，全職員で指導案を 立て，連携をとりながら 指導にあ 

たるようにしていく。 

遊びの展開では ，待つ姿勢でゆったりとかまえ ，幼児から出てくる 遊びのイメージ ，発想を大切に 

し ，その遊びを 幼児と共に育てていくようにする。 

  日々，自分自身の 保育を振り返って 反省し，また ，幼児の個人記録を 大切にし明日の 指導の手だ   

てとする。 

  保育者全体が ， 共に喜び ， 共に涙し ，ぽ 、 いやりを持ち ，協力しいたわり 合うような人間関係を 作 

る。 

2. 保育後のミーティンバ 

毎日保育終了後，職員室にて ， ; 一 ティン グ を持つ。 

各教師が，遊びの 様子やかかわった 幼児，活動内容，友達関係，基本的生活習慣， 気 づいたこと，感じ 

たことを述べ 合う。 そうすることによって ，一人ひとりの 幼児の現実をとらえ 合い，理解を 深めて，今後 

の各教師の個々の 幼児に対する 姿勢を話し合うことができる " 

また， 園 全体の動きを 知り，昨日から 今日，今日から 明日への活動の っ ながりをもたせることができる・ 

W  教師の援助 
幼児が戸覚においてより 意欲的に遊び ， いろいろな経験をし ，望ましい方向に 変容できるよ う に援助する。 

  経験を広げる                         具体的・直接的体験を 取り入れ ， 遊びや行動を 拡大，発展させる。 

  思考を深める                         語 集を増やし，理解 力 ・判断力・表現力をつけさせる。 
  創造性を養 う                         発想を受けとめ ，創意工夫を 認める。 

  友達関係を広げ ， 深める                   友達の存在，良さを 認められるようにする。 友達と一緒 @c 遊ぶ楽し 

さを味わわせるようにする。 

  内面性を育てる                   意欲，好奇心，充実感，粘り 強さ，伍しさ ，親切・思いやりなどを 育てる。 

方法として 

・ 環境を構成する                   幼児が遊びたくなるような 素材や場の構成，幼児が 工夫したり，考えたりす 

ることのできる 環境の工夫する。 同時に，活動することが 楽しくなるような 

雰囲気を，教師自身の 行動で作っていく。 

環境の構成は 固定したものでなく・ 教師が幼児と 生活を共にしながら ，常に 

その環境が幼児の 生活に意味を 持つように再構成していく。 
  言葉かけをする                   ほめる。 励まず。 誘う。 けちをつけたり ，わざとまぜっかえして 考えさせる。 

  つぶやく                                     遊びの状態をごく 自然にさりげなく 言葉に出すことによって ， 遊びに対する 

期待を伝えたり ，遊びや友達を っほ げたりする。 
  助ける                                     モデルを示す。 ヒントを与える。 

  共感する                                     教師も一緒になって 遊ぶ。 共に喜ぶ。 発想を認める。 温かく見守る。 

笑顔でうなずく " 慰め ， 励ます。 
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2. 実践事例 戸外遊 び 

平成元年 6 月 6 口 ( 火 ) とりくみ 男児 ¥T 名 女児 17 名 詞 34 名」   
児 ・ 逆 ひか転々として mY 争 @ 」しない幼児． /, 外て遊 ひたがらない 幼児もいる     

の ・使った 遜巨の Ⅱ付けや，Ⅲ分の け ち物の始末かできていない 幼児もいる。 

姿 ・戸外では，との ク フスの幼児も 一緒になって 遊ひ，仲か 良い。   コ一 """"" " """ ""     
ねらい 戸外で． l,l 分の町ぎな 遊 ぴを楽しむ。   
時刻 予想される幼児の 活動 援 助 並 び に 留 意 点 

      
            金風 4 る   今日もⅠ田楽しく 過ごせるよ う に，挨拶や言葉を 交わしながら 温かく迎え入れる。 

  視診やⅢ 席 ノートの連絡車 頃 によって，心身の 状態を把捉する。 

匝 " 使 。 ' 
  一人ひとりの 遊びを認め・ 更に意欲的に 遊べるようにする。 

戸外 て Qf, キな冊 びみする     遊びを 児 守りながら．小さなっぶやきを 拾 い ．共感」．必要に 応じて援助する     二 二二 ;: 二二 
遊 ぴを見つけられない 幼児が い たら，話しかけながら 興味，関心を 探り ， 遊びを 見っ 

げて遊ぶことができるよう ，手助けする。 

l-K さんは・なにして 遊ばうか」 「オタマジャク シ は好きかしら」 「 0 さんたちの 作 

「ている ジ 与一ス 6% てこようか」などと 誘ったり，友達が 遊んでいるのを 見せたり   

教師も一緒に 遊んだりする "   
                        ンコ     ス f 下 り   一緒にいる友達に 関心を持たせた - り ・将来ごっこ 遊びに発展できるよう ， c 声をかける。 

草花、 砂・水を使 -@ てごら そ 「まあ ，木物のジュースみたい " 」 「 こ 乙で ジ， 一ス を 飲ませてくれるのかな」 「みん 

う ． ジ， 一ス 俘 りを楽しむ な ここの人なの」 

u@ul, 迷坤 H,l;@)     友達と協力しているところや ，アイディアを 認める。 

砂や ， 水の感杣を楽しむ 「 0 さんと 0 さんが作ったの」 「これはおもしろそうね」 

9 げヂ /.;.   竹川 束り     求められたり．必要に 応じて．手助けする。 

      。 ランⅩをとりながら．Ⅱ ミォ Ⅰ 「 l@i に 佃 けしるようにするといいのよ。 1 . 2 . 3 .        と， 支えてあ げたり． 「 0 さ 

    るよ ・うに威張る     んのやるのを 見てごらんなさい」と   モデルを ボ したりする。 

@ フォ - クダンスや体 煤 さする ・ @ ヤクン」と，みんなで 元気に声をがけて．楽しく 踊れるようにする。 

「 ガけ l@ 成体操」 ドディス ニ 一休 ・Ⅱるときは ， し 「かり手をつなぐようにする。 

操 」 「タクリ ゴヵ 」   「お友達 とぷっ からないようにしてね」と ， 川窩に 気づかせるようにする。 

  リスムに 侍 オ フせで     ダンス や 

  体操を架しむ     

絵の Ⅱで 迎 （             一人ひどりの 絵をⅡ め、 喜んで附けるように 励ます。 

絞り H に糊しろ・好きな 絵を・ 「これは，誰の 顔かしら」 「 柴 しそうね」 「 うれ Ⅰきれいな色ですね」などと 声をか 

  ける       

しみ ．捕ることを 楽しむ   づかせて、 ‥ く 。 「まあ ．かわいい。 赤ら や んね」 「お水は ，入 っているかな」 

  

  
  

  

土 Ⅰ登り，探検をする 

Ⅱ     r. 登りや．探検を 楽しむ 

し Ⅲ 二 ㌍ 到 

口分が使・ ， た物だけでなく、 

みんなで仙 - ソ   : 物も片Ⅱ ける 

   
 

 
 

 
 

ケ
え
 

 
 

 
 

 
 

 
 っ

た
 

 
 

 
 し

よ
 

眈
を
 

丁
 
」
 什
   
  弁 。 @ 公をする     
今日遊ん・ だこ                   二 ・   L.. て     
先生や、 友辻の ;. れ ろ ⅡⅡ くけ : り 

「 げ W0) ば ．，ている   こと をⅠ下 

  降 田 oJ 小冊 を L      円 Ⅲ つ る 

  安全に留意しながら ，教師も一緒に 楽しむ " 降りるときには ，ゆっくり降りるように 芦 

をかける   

  勇気を調え．白化 }c っ なげる。 「 0 さん．すこいですね 一 ，全部行けたわね " 」 

  片付けの必要性，物を 大切にすることがわかるようにする   

片付けのできていない 幼児は ， 呼んで． 「この竹馬は 片付けないとどうなるかな」 「 億 

持ちよくな -, たねⅠと．教師も 一緒になって ， 柚 後まで片付けるよう @c サる 。 

  缶げ ・たの糾が 鴇 べな い 幼児には，結び 方を教えてあ げる。 

  絵は ． ロ，ヵ 一の上で．乾かす     

  スクソト のモモ タ マナの木の下で． 食 Ⅲする     

  遊 んだものの名前をあ げ，田を挙げさせたり．自分で 百わせ，どんな 遊びをしたか 知る   

    人 ひとりの 紙 持ちを受け止め．Ⅲ ll へのつががりをもたせる。 

「 0 さんは． ジ，一スを杓       「たのね，先生も 児たけどお、 ‥しそうだったわ。 明日，飲ま 

せてくれるかな」 

  反 達の話をⅢくことによ「 て ． 「Ⅱ分もやってみたい」という 気持ちを待ち．また ， 友 

辻 の 庁 Ⅱ．良さを・ 択 めていけるようにする。 l0 さんはおもしろいことしていたわね     

坤さ んに数えてもらえるかな。 」 

 
 

 
 

7
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3.  反省と考察 

  広場での鬼ごっこ や ブランコ乗り ，砂場での遊びはあ まり見られなかった。 それは，陰が 

なく暑かったことと ，オタマジャクシ 捕りに，子どもたちの 興味が強かったせいだと 考えられ 

る 。 

  いっもは遊びを 転々としている K さんが，今日は 乗り物の本を 見つけて離さず ， べ ランダ   

でずっと見ていた。 乗り物にとても 関心があ り，名前も良く 知っている。 これをもとに 今後， 

遊びが広がり ，友達にかかわっていけるような 指導の手だてを 考えていきたい。 

  部屋の中で，数名の 男児が段ボールで 遊んでいたので ， 「覚に出してもいいのよ」と 声を 

かけると，すべり 台の所に持っていき ，ジェットコースタ 一のようにすべって 遊んだ。 戸外 

へ 目を向けるような 言葉かけをしたことは 良かった。 また，幼児の 発想の良さに 感心する。 

これは動きがあ り，大勢で楽しめる 遊びであ る。 

  、 ジュース作り ，ごちそう作りでは ，暑かったので 途中からテープル ( コロコロ ) , 椅子， 

パラソルを出したら ，子ども達は 喜んで，人数も 増えて遊びを 盛り上げることができた。 透 

明 な容器があ ると，イメージが 広がりもっと 遊びが発展すると 思われる。 ままごと遊びは 室 

内でも楽しめるが ，戸外に出すことによって ， 砂や 水 ，草花などの 自然の材料が 増え ， 遊び 

が 広がると思われる。 

  フォークダンスや 体操の所では ，カセットの 操作のできる 子がいて自分達で 曲をかけたり 

していたが，古を 大きく出していたので ，音量調節にも 気づかせたい。 

  絵 の 具 遊 び では，どの幼児も 自分の 4 メージでのびのびと ，また集中して 描いていた。 手 

に絵の具をぬって ，オタマジャクシ 捕りをしている 友達を驚かしたり ，追いかけっこごっこ 

を 楽しんでいる 幼児もいた。 戸外でものびのびとした 表現ができるのではないか。 タ オ マジャクシ捕りをしていると ，ディ ゴ の木の下でニ イ ニ イ ゼミを見つけ ，さっそく セ 

ミ 探しが始まった。 その途中， ホの 枝に小島の巣を 見つけ，子ども 達はそれをとりたがった 

が，小島のお 母さんの気持ちを 考えさせ，そのままにして 置くことにした。 このような機会 

を 逃がさず，親子のかかわりに 気づかせたい。 

  十手登りや探検では ，友達を応援したり ，降りることができた 友だちの手をとって ， 共に 

喜ぶ姿がみられた。 これからも友達関係が 広がり，深まっていけるように 援助していかなけ 

ればならない。 探検は，好奇心，探求心を 育て ， 高い土手を登ったり 降りたりすることによ 

って，成功感を 味わうことができる。 今後，迷路やおばけ 屋敷，ごった 遊びなどに発展して 

いく土台となるであ ろう。 
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Ⅶ研究の成果と 今後の課題 

], 研究の成果 

  戸外遊びの意義を 見直し幼児理解の 大切さ，援助についても 深く考えることができ ， 再 確認するこ 

とができて良かった " 戸外に出たがらなかった 幼児，汚れること @r 抵抗のあ った幼児が，戸覚に 出はじ 

め 少しずつ遊べるようになってきて ， 「僕が考えたんだよ」 「おもしろい」 「先生，一緒に 遊ぼう」と， 

意欲が出てきている。 

  子ども達は， 「今日は何をして 遊びたい」という 目的を持って 堂園 し ，おやつや弁当の 時間までたっ 

ぷりと遊ぶようになった。 遊具を整理したり ，使いやすいように 園庭に出したり ，遊びに使える 花を園 

庭に移動したことなどによって ，例年より戸外遊びを 活発にすることができ ，環境作りの 大切さを確認 

することができた。 

  セミ や バッタなどをたくさん 捕まえたが，子ども 達は，帰りには 木に逃がすようになった。 オタマジ 

ャク シや カエルを捕ったり ，育てることによって ，また，二回にわたる 小島の巣の発見などによって ，Ⅱ へ 

さな生き物の 命に気づき，大切にしようとする 心が育ちつつあ る。 

  戸外でオープンで 遊ぶことによって ，また，教師も 一緒に遊ぶことにより ，友達関係の 広がりができ ， 

どのクラスの 幼児とも，どの 教師とも自然に 話したり，遊べるようになった。 

  遊びの範囲が 園庭，運動場，校庭，固体まで 広がり，その 中でいろいろな「なまの 体験」をし， 子ど   

も 達の経験を広げることができた。 土手が土地造成によってハブのいる 危険性がなくなり ，自然の スリ 

ル のあ る遊び場になったことも 大きな収穫であ る。 

2. 今後の課題 

  これからも幼児が 戸外で意欲的に 遊び ， 楽しい園生活が 送られるように ，一人ひとりの 内面の理解に 

努め，援助していくよう。 c 実践研究を深めていきたい。 

  遊びの状態を 把握し，幼児と 一緒 @c 片付けながら ，ひとつの遊びが 終わったら片付けをしてから 次の 

遊びに移るよ う に習慣づけさせた い 。 

  土山や飼育小屋の 設置，遊びに 使える草花の 栽培をして，園庭の 充実を図っていきたい。 

  地域の中から 保育に活かせる 場所や物を調査し ， 園外 保育 っ，プを 充実させ，活かしていきたい。   

  これまでの実践を 踏まえて戸外遊びを 更に充実させ ，年間計画の 見直しと作成をしていきた い 。 

おわりに 

楽しい園生活の 主体は幼児であ り教師であ る。 保育は幼児と 教師の相互 作 Ⅲによる創造活動であ ること 

それゆえに教師の 感性，主体性，創造性の 必要が， 今 ，私の胸に強く 迫っている " 幼児を愛し，一人ひと 

りの心の育ちに 目を向け，幼児に 学び幼児を生かす・そのような 保育をし続けていきたい。 

これまでの 凹 か月の研究期間，人的にも 物的にも恵まれ ，無事修了することができました ，浦添市教育 

委員会の指導主事の 先生方，具志川 l 教育研究所の 主事の先生方，そして ，陰ながら支えて 下さいました 幼 

稚 園の園長，職員の 皆様に心から 感謝申し上げます ， 
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